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七
十
歳
現
役
社
会
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
て　

　

㈳
福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

  

理
事
長　
　

清
水　

幸
男

は
じ
め
に
本
年
三
月
東
北
の
未
曾

有
の
大
津
波
・
原
発
災
害
に
被
災
さ

れ
た
方
々
に
対
し
て
衷
心
よ
り
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
�
少
し
で
も
早

い
復
興
を
祈
�
て
や
み
ま
せ
ん
�

さ
て
平
成
二
十
三
年
度
通
常
総
会

で
は
例
年
に
な
い
多
く
の
議
案
に
対

し
て
慎
重
な
ご
審
議
と
ご
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
事
�
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
�

二
十
二
年
度
受
注
額
は
前
年
度
よ

り
も
増
加
し
ま
し
た
�
こ
の
事
は
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
の
賜
で
あ
り
�

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
�
増
加
の

要
因
は
市
当
局
の
シ
ル
バ
�
に
対
す

る
強
い
支
援
の
結
果
の
公
共
事
業
で

あ
り
改
め
て
市
当
局
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
�

し
か
し
不
況
の
波
は
依
然
と
し
て

高
く
民
間
事
業
は
二
十
一
年
度
実
績

よ
り
も
低
い
実
績
と
な
り
ま
し
た
�

こ
の
事
は
大
き
な
課
題
と
し
て
打
開

策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
�

て
い
ま
す
�

一
方
�
福
岡
県
で
は
麻
生
前
県
知

事
の
提
言
に
よ
り
�
七
十
歳
現
役
社

会
づ
く
り
�
研
究
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
�
�
高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き

と
働
き
活
躍
す
る
事
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
�
を
サ
ブ
テ
�

マ
と
し
た
報
告
書
が
出
さ
れ
�
そ
の

報
告
書
に
は
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
�
こ
れ
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
�
更
に
平
均
寿
命
の
延
伸
が

上
げ
ら
れ
て
お
り
�
元
気
で
能
力
も

高
く
就
業
や
社
会
貢
献
に
対
す
る
意

欲
も
高
い
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
活
躍

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
�
そ

の
為
に
は
シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン
タ
�

は
有
効
な
仕
組
み
で
あ
り
そ
の
活
性

化
に
向
け
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
�

国
で
は
事
業
仕
分
に
よ
り
二
十
二

年
度
�
二
十
三
年
度
と
補
助
金
の
削

減
が
打
ち
出
さ
れ
セ
ン
タ
�
の
存
続

さ
え
危
惧
さ
れ
る
厳
し
い
時
代
で
す
�

　

幸
い
近
隣
シ
ル
バ
�
で
は
�
当
年

度
国
と
は
同
調
し
な
い
昨
年
並
の
補

助
金
の
交
付
の
見
通
し
の
状
況
で
す
�

今
後
も
経
営
の
合
理
化
を
徹
底
し
な

が
ら
会
員
の
就
業
機
会
創
出
を
模
索

し
て
市
民
に
気
軽
に
受
入
ら
れ
る
セ

ン
タ
�
を
目
指
し
て
会
員
�
役
職
員

一
同
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
�

　

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
各
方
面
の

方
々
に
こ
れ
迄
以
上
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
�

去
る
五
月
三
十
日
（
月
）
福
津
市
健

康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
ふ
く
と
ぴ
あ
）

健
康
福
祉
館
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三

年
度
「
社
団
法
人
福
津
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
の
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

出
席
者
百
五
十
一
名
、
委
任
状

二
百
三
十
六
名
、
合
計
三
百
八
十
七
名

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
款

二
十
一
条
（
会
議
の
定
足
数
）
に
基
づ

き
、
総
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　

清
水
理
事
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
ご

来
賓
の
方
々
の
紹
介
が
あ
り
小
山
市
長

（
代
読
）
及
び
阿
部
県
議
（
代
読
）
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
祝
電
の
披
露

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
議
長
の
選
出（
矢
野
勝
晴
氏
）

平
成
二
十
三
年
度　

通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

か
ら
議
事
録
署
名
人
の
選
出
（
花
田
勇

次
・
花
田
勲
氏
）
が
あ
り
審
議
に
移
り

ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
二
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
＝

平
成
二
十
二
年
度
は
存
続
が
厳
し

い
運
営
が
迫
ら
れ
る
中
、
経
費
の
削

減
、
事
業
推
進
そ
の
他
に
努
め
ま
し

た
。
長
引
く
景
気
低
迷
等
に
よ
り
当

初
目
標
に
対
し
ま
し
て
は
会
員
数
・

受
注
契
約
額
・
就
業
率
共
に
達
成
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
受
注
契
約
額
・

会
員
数
は
前
年
度
を
上
回
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
公
益
法
人
移
行
の
た
め
の
定

款
変
更
な
ど
の
諸
準
備
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
整
備
を
行
う
と
共
に
セ
ン

タ
ー
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

　
　
　役

員
会
の
活
動
状
況
報
告
及
び
セ
ン

タ
ー
の
月
別
行
事
概
要
の
報
告
後
に
、

各
専
門
委
員
会
（
運
営
統
括
委
員
会
、

安
全
推
進
委
員
会
、
適
正
就
業
推
進
委

員
会
、
生
活
援
助
・
子
育
て
支
援
推
進

委
員
会
、
広
報
・
啓
発
推
進
委
員
会
）

か
ら
各
々
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
に
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓

発
促
進
事
業
の
「
第
六
回
シ
ル
バ
ー
ま

つ
り
」
の
実
施
報
告
、
会
員
の
「
入
退

会
状
況
、
年
齢
別
構
成
、
市
人
口
構
成

比
推
移
、
新
会
員
入
会
経
路
・
動
機
、

退
会
理
由
別
会
員
数
」
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

シ ル バ ー ふ く つ 2011年（平成23年）８月１日 （2） 第13号



＝
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
二
年
度
決

算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
＝

　

収
支
計
算
書
・
貸
借
対
照
表
・
財
産

目
録
そ
の
他
諸
帳
簿
等
の
会
計
及
び
業

務
の
監
査
報
告
の
後
、
質
疑
応
答
に
移

り
議
案
一
号
・
議
案
二
号
共
に
満
場
一

致
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＝
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
三
年
度
事

業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
＝

＝
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
三
年
度
収

支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
＝

大
変
厳
し
い
運
営
の
中
に
本
年
も
国

庫
補
助
金
の
削
減
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

理
念
の
下
に
、
理
事
を
先
頭
に
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
会
員
の
入
会
促
進
、
多

種
多
様
な
契
約
に
よ
る
就
業
機
会
の
拡

充
に
努
め
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
更
な
る

推
進
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。「
安
全

は
全
て
に
優
先
す
る
」
を
念
頭
に
各
種

講
習
会
等
を
通
じ
会
員
の
安
全
就
業
を

徹
底
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
目
標
と
し
て

会
員
数
五
百
三
十
名
、
事
業
受
注
契

約
額
二
億
四
千
五
百
万
円
、
就
業
率

九
十
三
％
、
事
故
ゼ
ロ
を
掲
げ
た
説
明

が
あ
り
、
質
疑
応
答
の
後
、
議
案
第
三

号
・
第
四
号
共
に
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

＝
議
案
第
五
号　

役
員
辞
任
に
伴
う
後

任
役
員
（
案
）
の
選
任
に
つ
い
て
＝

　

古
賀
譲
司
理
事
の
辞
任
届
け
に
よ
り

後
任
と
し
て
寺
嶋
彌
壽
人
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

＝
議
案
第
六
号　

社
団
法
人
福
津
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
公
益
社
団
法

人
移
行
の
た
め
の
定
款
の
変
更
（
案
）

に
つ
い
て
＝

＝
議
案
第
七
号　

社
団
法
人
福
津
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
公
益
社
団
法

人
移
行
に
係
る
当
初
の
役
員
（
案
）
の

選
任
に
つ
い
て
＝

＝
議
案
第
八
号　

社
団
法
人
福
津
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
係
る
当
初
の
代
表
理
事

（
案
）
及
び
業
務
執
行
理
事
（
案
）
の

選
任
に
つ
い
て
＝

＝
議
案
第
九
号　

公
益
社
団
法
人
福
津

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
員
の
報

酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る
規
程
（
案
）

に
つ
い
て
＝

＝
議
案
第
十
号　

公
益
社
団
法
人
福
津

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
正
会
員
会

費
規
程
（
案
）
に
つ
い
て
＝

＝
議
案
第
十
一
号　

公
益
社
団
法
人
福

津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
費

規
程
（
案
）
に
つ
い
て
＝

　

議
案
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の

「
公
益
法
人
移
行
に
関
す
る
六
議
案
」

は
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通
り
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
理
事　

寺
嶋　

彌
壽
人

こ
の
度
セ
ン
タ
ー
運
営
を
つ
と
め
る

理
事
の
一
員
と
し
て
参
画
す
る
事
に
な

り
、
委
員
会
は
安
全
推
進
委
員
会
を
担

当
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら
会
員
の
皆
さ

ま
が
い
き
い
き
と
日
々
活
動
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
助
言

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

本
日
こ
こ
に
社
団
法
人
福
津
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
事
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
一
言
お

祝
い
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
か
れ
ま
し
て
は
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
の
基
本
理
念
に
基
き
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
サ―

ビ
ス
を
提

供
し
て
お
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
な
っ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
は
理
事
長
を
始
め
会
員
の
皆

さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
と
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

七
十
歳
現
役
社
会
と
言
わ
れ
て
い
る

今
、
皆
さ
ま
方
の
よ
う
に
長
年
培
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
知
識
や
経
験
、
技
能
や

特
技
を
活
か
し
、
い
き
い
き
と
生
活
を

送
っ
て
お
ら
れ
る
事
は
非
常
に
心
強
く

こ
れ
か
ら
の
社
会
作
り
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
会
員
一
人
ひ
と
り
の
誠
実
な
仕

事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
多
く
の
地
域
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
事
は
、

会
員
の
方
の
み
な
ら
ず
役
職
員
の
方
の

意
識
の
高
さ
と
熱
意
に
よ
る
も
の
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
踏
ま
え

高
齢
期
の
過
ご
し
方
や
地
域
社
会
と
の

関
わ
り
方
な
ど
高
齢
期
を
如
何
に
過
ご

す
か
と
い
う
事
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
福
津
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
す

と
と
も
に
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
皆
さ
ま
の
活
動

の
場
と
し
て
今
後
と
も
地

域
に
存
在
感
と
信
頼
感
の

あ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
展
さ
れ
ま
す

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
日
ご
出
席

の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
康
と
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
、
福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

福津市長
小山　達生

シ
ル
バ
ー
の
ご
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

シ ル バ ー ふ く つ（3）2011年（平成23年）８月１日 第13号



平
成
23･

24
年
度　

福
間
校
区

支
部
長

高
橋　
　

穂

大
和
１

福
間
南
校
区

上
西
郷
校
区

神
興
校
区

神
興
東
校
区

班　

長

木
下　

政
行

花
見
２

班　

長

林　
　

義
久

南
町
・
緑
町

班　

長

宮
木　

興
登

松
原
・
本
町
・

昭
和
１
・
２

班　

長

林　
　

靖
子

大
和
２
・
古
町

班　

長

新
地　

秋
行

四
角
・
両
谷

班　

長

綱
脇　

浅
男

原
町
１

班　

長

瀧
本
美
智
子

原
町
３

班　

長

花
田　

仁
三

花
見
３
・
４

班　

長

坂
井　

秀
夫

光
陽
台

１
・
２
・
３
・
南

班　

長

福
﨑　

信
一

上
西
郷

支
部
長

花
田　

勇
次

本
木
・
畦
町
・

内
殿
・
舎
利
蔵

班　

長

松
尾　

正
則

東
福
間
１
・
２
・
３
・

７
・
高
平

班　

長

青
谷　
　

勇

花
見
１

支
部
長

鋤
田　
　

勝

手
光

班　

長

沖　
　

和
芳

東
福
間
４
・
５
・
６
・

小
竹

班　

長

赤
壁　

健
蔵

東
福
間
８

班　

長

竹
崎　

道
徳

光
陽
台
４
・
５
・
６

班　

長

藤
原　

龍
明

津
丸
・
久
末
・
八
並

班　

長

桃
田　

忠
良

若
木
台
１
・
２
・
３
・
４

支
部
長

増
野　

修
次

通
り
堂
・
桜
川
・

あ
け
ぼ
の

班　

長

飯
塚　

誠
一

若
木
台
５
・
６

支
部
長

松
田　

通
昭

原
町
２
・
有
弥
の
里

　

こ
の
度
、
支
部
長
・
地
域
班
長
さ
ん
が
次
の
方
々
に

決
ま
り
ま
し
た
。
全
員
や
る
気
満
々
の
方
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
益
々
セ
ン
タ
ー
が
発
展
し
ま
す
よ
う
会

員
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

新
支
部
長
・
地
域
班
長
紹
介
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勝
浦
地
区

津
屋
崎
地
区

宮
司
地
区

班　

長

山
田　

嘉
勝

津
屋
崎
１
（
東
町
１
・

２
、
天
神
町
、
岡
の
２
）

班　

長

阿
部　

照
光

宮
司
１
・
２

班　

長

古
川　

捷
夫

津
屋
崎
２
（
岡
の
３
、

新
町
、
北
１
・
２
）
、
渡

班　

長

大
塚　

勝
英

新
東
区

班　

長

松
尾　

昂
示

宮
司
ヶ
丘

支
部
長

花
田　
　

勲

奴
山
・
桂
・
西
東
・

勝
浦
浜
・
勝
浦
松
原

班　

長

吉
武　

一
元

五
反
田
・
須
多
田
・

大
石
・
在
自
・
生
家

班　

長

大
塚　

健
朗

末
弘
・
堅
川
・
新
成
・

梅
津
・
塩
浜

班　

長

梶
木　

和
夫

星
ヶ
丘

支
部
長

添
田　

義
継

的
岡
・
善
福

支
部
長

髙
田　

康
夫

宮
司
３
・
西
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新
職
群
班
長
で
す
。
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
剪
定
班

　
　
　

剪
定
一
班　
　

櫻
井　

正
和

　
　
　

剪
定
二
班　
　

堺
谷　

光
男

　
　
　

剪
定
三
班　
　

西
山　

三
郎

　
　
　

剪
定
四
班　
　

大
塚　

洋
一

●
草
刈
班

　
　
　

公
共
一
班　
　

廣
瀬　

博
喜

　
　
　

公
共
二
班　
　

井
本　

均

　
　
　

民
間
一
班　
　

山
内　

満

　
　
　

民
間
二
班　
　

花
田　

勲

●
除
草
班

　
　
　

公
共
一
班　
　

江
島　

宣
行

　
　
　

公
共
二
班　
　

泉　
　

詔
薰

　
　
　

民
間
一
班　
　

山
路　

弘
文

　
　
　

民
間
二
班　
　

用
貝　

仁
志

●
生
活
サ
ポ
ー
ト
班　

藤
岡　

清
利

●
ふ
く
と
ぴ
あ
班　
　

永
清　

泰
子

●
清
掃
班　
　
　
　
　

塚
本　

利
彦

●
駐
輪
班

　
（
有
料
駐
輪
場
）　　

森
田　

茂
男

　
（
無
料
駐
輪
場
）　　

武
藤　

勇

平
成
23
年
度

職
群
班
長
紹
介

新
会
員
紹
介　
五
十
音
順

（
平
成
二
十
二
年
六
月
九
日

〜
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
）

氏　

名

区　

名

青
木　

直
親

…
東
福
間
八

秋
永　

正
男

…
大
和
一

秋
吉　

好
朗

…
若
木
台
六

浅
井　

史
郎

…
有
弥
の
里
一

安
部　

と
も
子
…
五
反
田

安
部　

安
正

…
原
町
二

荒
牧　

光
則

…
宮
司
西

飯
盛　

正
人

…
光
陽
台
六

井
上　

幸
則

…
善
福

今
井　

崇

…
堅
川

植
木　

哲

…
畦
町

上
田　

一
之

…
東
福
間
八

上
田　

紀
代
子
…
花
見
四

上
田　

哲
也

…
宮
司
三

占
部　

英
明

…
天
神
町

大
塚　

健
朗

…
堅
川

岡
﨑　

美
枝

…
光
陽
台
五

椛　
　

雄
一

…
東
福
間
二

川
辺　

愛
敏

…
新
成

北
岡　

眞
太
郎
…
大
和
二

木
村　

信
次

…
上
西
郷

京
塚　

萬
次
郎
…
五
反
田

熊
本　

勝
安

…
花
見
四

倉
地　

英
子

…
若
木
台
一

香
立　

和
邦

…
新
東
区

上
妻　

幸
雄

…
岡
の
二

斉
藤　

勝
子

…
東
福
間
四

坂
田　

稔

…
花
見
四

佐
藤　

政
行

…
光
陽
台
二

柴
田　

巖

…
光
陽
台
二

嶋
田　

房
幸

…
東
福
間
八

校
区
、
地
域
班
単
位
で

「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

美
化
活
動
」

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
よ

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
も
、
昨
年

度
ま
で
は
、
会
員
互
助
会
主
体
で
実
施

さ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ

り
、
会
員
互
助
会
内
の
諸
事
情
に
よ
り

互
助
会
主
体
で
の
活
動
は
中
止
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
永
年
続
く
地
域
で
の
活
動

は
す
っ
か
り
地
域
に
密
着
し
、
各
地
域

の
人
た
ち
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　
「
８
地
区
」
の
支
部
長
・
地
域
班
長

を
中
心
と
し
た
、
会
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
継
続
し
、
す
で
に

活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

東
福
間
駐
輪
班
の
人
た
ち
の
手
で
東

福
間
駅
周
辺
の
投
棄
物
な
ど
の
除
去
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
６
／
９
）

東
福
間
駐
輪
班(

無
料
駐
輪
班)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
美
化
活
動

（５月７日 参加者：42名）

美化活動後の
アジサイロード

神興小学校
（５月14日 参加者：24名）

津屋崎小学校
（５月14日 参加者：32名）

東福間駐輪班（無料駐輪班）
（６月９日 参加者：６名）

アジサイロード
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平
成
23
年
度
会
員
互
助
会
通
常
総
会

が
５
月
30
日
�
ふ
く
と
ぴ
あ
�
健
康
福

祉
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　

役
員
�
幹
事
・
監
事
�
の
選
任
が

提
案
さ
れ
�
承
認
さ
れ
ま
し
た
�

　

任
期
は
�
平
成
23
年
５
月
総
会
�

平
成
25
年
総
会
ま
で
の
２
年
で
す
�

会
員
互
助
会

髙
浪　

愼
一

…
新
東
区

田
島　

英
三

…
光
陽
台
二

田
中　

公
親  

…
宮
司
ケ
丘

田
中　

美
佐
子
…
緑
町

谷
山　

純
教

…
若
木
台
五

千
綿　

ツ
ル
子
…
畦
町

豊
田　

喜
八
郎
…
光
陽
台
二

中
島　

正
勝

…
光
陽
台
二

中
西　

小
夜
子
…
若
木
台
五

中
原　

文
子

…
光
陽
台
四

中
村　

幸
成

…
東
福
間
八

野
方　

繁
則

…
緑
町

花
田　

勝
義

…
桂

花
田　

久
人

…
星
ヶ
丘

花
田　

芙
美
子
…
内
殿

花
田　

正
和

…
奴
山

花
田　

睦
男

…
岡
の
二

原
田　

勝
年

…
大
和
二

平
田　

昌
治

…
星
ヶ
丘

広
渡　

末
夫

…
花
見
三

廣
渡　

敏
則

…
光
陽
台
南

藤
嶋　

保
馬

…
星
ヶ
丘

藤
田　

賢

…
光
陽
台
六

松
尾　

勝
利

…
光
陽
台
南

松
尾　

ヒ
ロ
子
…
手
光

松
岡　

圭
介

…
若
木
台
二

松
鳥　

啓
一

…
原
町
三

松
本　

安
広

…
八
並

宮
川　

栄
子

…
両
谷

門
司　

久
美
子
…
原
町
三

山
下　

惠
子

…
有
弥
の
里
一

山
本　

和
行

…
新
町

吉
永　

重
幸

…
東
福
間
四

脇
田　

憲
司

…
原
町
一

渡
邊　

勝

…
緑
町

安
全
就
業
強
化
月
間
（
７
月
）

安
全
標
語
入
選
作
品

　
　
　
　

 

応
募
作
品
総
数
（
75
点
）

安
全
就
業
強
化
月
間
�
７
月
�
に

伴
い
�
安
全
推
進
委
員
会
よ
り
�
安
全

標
語
�
の
募
集
が
あ
り
�
総
数
75
点
の

作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
�

安
全
推
進
委
員
会
に
よ
る
厳
選
の

結
果
�
左
記
の
10
点
が
入
選
作
品
と
し

て
県
連
合
会
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
�

新
役
員
の
紹
介

会

長

坂

田 �
�

昭
�
福
間
南
�

副
会
長

矢
野�

勝
晴
�
福
間
�

会

計

梶
木�

和
夫
�
宮
司
�

総

務

桃
田�

忠
良
�
神
興
東
�

幹

事

高
武�

英
明
�
勝
浦
�

〃

上
妻�

洋
司
�
津
屋
崎
�

〃

古
園
井�

哲
�
神
興
東
�

〃

竹
崎�

道
徳
�
神
興
�

〃

花

田�
�

勲
�
勝
浦
�

〃

佛
坂�

靖
之
�
上
西
郷
�

監

事

藤
堂�

昌
昭
�
福
間
南
�

〃

増
田�

義
則
�
勝
浦
�

同
好
会
だ
よ
り

　

会
員
互
助
会
同
好
会
サ
�
ク
ル
は

本
年
度
よ
り
２
サ
�
ク
ル
が
活
動
を

休
止
し
�
３
サ
�
ク
ル
へ
減
少
�

　

現
在
活
動
中
の
サ
�
ク
ル
は
�
カ

ラ
オ
ケ
�
10
名
�
・
手
芸
�
12
名
�
・

ゴ
ル
フ
�
24
名
�
と
な
�
て
い
ま
す
�

　

会
員
数
が
10
名
以
上
で
�
多
少
の

条
件
は
あ
り
ま
す
が
�
新
サ
�
ク
ル

の
設
立
は
可
能
で
す
�
希
望
が
あ
れ

ば
�
互
助
会
幹
事
あ
て
申
請
が
必
要

で
す
�

事
故
の
芽
は
、
心
に
潜
む
隙
に
あ
り

高
崎　

義
博（
福
間
南
）

作
業
前
、
ち
ょ
っ
と
一
息
、
再
確
認

松
田　

通
昭（
福
間
南
）

全
員
が
小
さ
な
注
意
で
大
き
な
し
あ
わ
せ

桃
田　

忠
良（
若
木
台
）

安
全
を
怠
る
気
持
ち
が
招
く
事
故

萩
原　

清
美（
光
陽
台
）

危
険
予
知
、
あ
な
た
が
心
の
裁
判
官

田
中　

公
親（
宮
司
ヶ
丘
）

こ
れ
く
ら
い
は
と
思
う
軽
い
気
持
ち
が
事
故
を
生
む

小
柳　

羊
子（
手
光
）　

油
断
す
る
な
心
の
ゆ
る
み
事
故
の
も
と

原　
　

利
秋（
東
福
間
）

思
い
込
み
、
馴
れ
と
手
抜
き
が
命
取
り

大
塚　

洋
一（
宮
司
ヶ
丘
）

無
事
故
・
無
災
害
を
継
続
中

平
成
23
年
７
月
20
日
現
在
�
事
業

委
託
主
宅
ま
で
の
交
通
移
動
�
自
動

車
・
自
転
車
・
徒
歩
な
ど
�
�
依
頼

業
務
の
実
行
�
除
草
・
剪
定
く
ず
の

移
動
な
ど
�
平
成
23
年
２
月
８
日
よ

り
無
事
故
・
無
災
害
を
継
続
中
で
す
�

こ
れ
も
�
シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン
タ
�

会
員
一
人
ひ
と
り
の
安
全
意
識
の
高
揚

の
表
れ
と
も
云
え
ま
す
�

こ
れ
か
ら
も
続
く
暑
い
夏
場
を
迎

え
無
事
故
・
無
災
害
で
頑
張
り
ま

し
�
う
�　
　

�
安
全
推
進
委
員
会
�

こ
の
位
、
思
っ
た
時
が
、
怪
我
の
元

福
崎　

信
一（
上
西
郷
）

ち
ょ
っ
と
待
て
慣
れ
た
仕
事
も
基
本
か
ら

鋤
田　
　

勝（
手
光
）
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◉
就
業
報
告
書
の

提
出
は
お
早
め
に
◉　

 

　

就
業
終
了
後
は
直
ち
に
事
務
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
月
末
ま

で
就
業
し
て
い
る
場
合
は
翌
月
三
日

ま
で
に
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
、
会
員
皆
さ

ん
へ
の
配
分
金
支
払
い
が
遅
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
三
年
度
会
費
の
納
入
が
ま

だ
の
方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

会
員
手
帳
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

九
月
一
日
よ
り
、「
二
〇
一
二
年
版

会
員
手
帳
」
の
購
入
受
付
を
開
始
し
ま

す
。
手
帳
の
仕
様
等
に
つ
い
て
は
、
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
十
一
月
頃
の
お
引
渡
し
に
な
り
ま
す
。）

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
夏
本
番
の
前

に
、
暑
さ
に
強
い
体
作
り
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

手
軽
に
で
き
る
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速

歩
」
が
最
適
で
す
。
速
歩
き
と
ゆ
っ
く

り
歩
き
を
三
分
ご
と
に
繰
り
返
す
。
こ

れ
を
三
十
分
間
、
週
三
日
実
施
。
こ
れ

だ
け
で
す
。

　

暑
さ
が
原
因
で
体
温
調
節
が
う
ま
く

で
き
な
い
体
を
、
元
に
も
ど
す
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
ま
り
無
理
を
し
な
い
よ
う
、
楽
し

ん
で
行
う
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
来
年
の
夏
か
ら
は
、
バ
ッ
チ

リ
で
す
。

　

継
続
は
力
で
す
。

編
集
後
記

●
配
分
金
支
払
日

就
業
月

配
分
金
支
払
日

　

七
月
分

　

八
月
十
五
日(

月)

　

八
月
分

　

九
月
十
五
日(

木)

　

九
月
分

　

十
月
十
四
日(

金)

　

十
月
分

十
一
月
十
五
日(

火)

十
一
月
分

十
二
月
十
五
日(

木)

十
二
月
分

　

一
月
十
三
日(

金)

　

一
月
分

　

二
月
十
五
日(

水)

　

二
月
分

　

三
月
十
五
日(

木)

　

三
月
分

　

四
月
十
三
日(

金)

　
「
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い
」と
思

い
つ
つ
始
め
た
草
刈
り
の
仕
事
も

今
年
で
五
回
目
の
夏
が
来
ま
し
た
。

三
十
五
度
を
超
す
灼
熱
の
太
陽
の

下
の
作
業
は
正
に
地
獄
の
一
丁
目
、

ハ
チ
マ
キ
を
し
て
て
も
目
に
シ
ミ
ル

汗
、
全
身
ス
コ
ー
ル
を
浴
び
た
よ
う

に
グ
ッ
シ
ョ
リ
、
パ
ン
ツ
ま
で（
大

袈
裟
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）そ
れ
を
補

う
た
め
塩
を
な
め
な
め
水
を
ガ
ブ

飲
み
、
そ
の
量
二
リ
ッ
ト
ル
、
又
汗

を
か
く
そ
の
繰
り
返
し
は
熱
中
症

と
の
戦
い
で
す
。
雑
草
は
人
の
気

も
知
ら
ず
ま
す
ま
す
元
気
に
繁
っ

て
い
ま
す
。
刈
っ
て
は
繁
る
、
こ
の

戦
い
は
決
着
を
み
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

あ
あ
こ
の
太
陽
が
に
く
ら
し
い
｜
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｈ
）

　

広
報
・
啓
発
推
進
委
員
会
一
同

〈
会
員
の
皆
様
へ
〉

熱
中
症
…
現
場
で
の
対
応

暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

（
平
成
二
十
二
年
八
月
〜
平
成
二
十
三
年
七
月
）

花
田　
　

忠 

様
（
十
一
月
）  

東
福
間
三

奥
田
ツ
ヤ
子 

様
（
十
二
月
）  

大
和
二

深
澤　

紫
朗 

様
（
一
月
）　  

東
福
間
六

橋
本　
　

勲 

様
（
一
月
）　  

天
神
町

平
田　

靖
雄 

様
（
二
月
）　  

宮
司
一

涼
し
い
環
境
へ
の
避
難

　

風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー

の
あ
る
室
内
へ
避
難
す
る
。

脱
衣
と
冷
却

　

体
を
冷
や
す
こ
と
を
で
き
る
だ
け

早
く
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

重
傷
者
を
救
命
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
早
く
体
温
を
下
げ
る
こ
と
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、
次
の

よ
う
な
処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
衣
類
を
脱
が
せ
る
。

②
皮
膚
に
水
を
か
け
、
ウ
チ
ワ
や
扇

　

風
機
な
ど
で
風
を
あ
て
る
。

③
首
、
脇
の
下
、
足
の
付
け
根
な
ど
、

　

皮
膚
の
表
面
近
く
に
あ
る
動
脈
を

　

冷
や
す
。

水
分
・
塩
分
の
補
給

　

冷
た
い
水
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

　

大
量
の
発
汗
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
が
適
切
で

す
。
食
塩
水
も
有
効
で
す
。
意
識
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
な
ら
経
口
摂
取

は
可
能
で
す
。

　
「
反
応
が
お
か
し
い
」「
応
え
な
い
」

時
に
は
、
水
分
が
気
道
に
流
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
吐
き
気

が
あ
る
」
場
合
な
ど
も
経
口
で
水
分

を
入
れ
る
の
は
禁
物
で
す
。

医
療
機
関
へ
運
ぶ

　

水
分
の
摂
取
が
で
き
な
い
と
き
は

医
療
機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
が
、
最

優
先
で
す
。

一
．
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
努
め
、
健
康

　
　

な
状
態
で
就
業
す
る
。

二
．
仕
事
の
前
日
は
十
分
に
睡
眠
を
取
る
。

三
．
作
業
に
適
し
た
服
装
を
着
用
。

四
．
仕
事
の
前
に
は
準
備
運
動
を
す
る
。

五
．
保
護
具
や
使
用
す
る
道
具
類
は
必
ず

　
　

点
検
を
す
る
。

六
．
加
齢
に
よ
る
身
体
能
力
の
低
下
を
十

　
　

分
認
識
す
る
。

七
．
安
全
第
一
を
心
が
け
る
。

八
．
就
業
の
場
は
常
に
整
理
整
頓
を
。

九
．
共
同
で
仕
事
を
す
る
と
き
は
、
合
図

　
　

連
絡
を
正
確
に
。

十
．
行
き
帰
り
も
仕
事
の
う
ち
と
心
得
、

　
　

交
通
事
故
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
す

　
　

る
こ
と
。

安
全
就
業
十
ヶ
条

印
刷
／
社
会
福
祉
法
人　

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

シ ル バ ー ふ く つ 2011年（平成23年）８月１日 （8） 第13号


